
No.24 重量級ブロックのプレキャスト化（分割化）による
海岸工事の生産性向上

～下新川海岸の沖合施設整備には、50t級のコンクリートブロックが必要となっている～

●公道を運搬できないため、海岸（積出基地）に隣接した広いヤードが必要
●形状が複雑で、体積も大きいため、入念な品質管理が必要
●据付のための積込と運搬に、大型の機械（トレーラ・クレーン等）が必要

ニーズの概要

富山県

吉原副離岸堤（標準断面図）
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本体ブロック12ｔ×4単位

１断面当たり２０個が必要
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下新川海岸

しもにいかわ

下新川海岸の沖合施設状況 50t級コンクリートブロック

高さ約３ｍ、幅約３ｍ、長さ約６．５ｍ

体積約２１m3 副離岸堤１箇所完成させるのに、

50t級コンクリートブロックが550個必要！

副離岸堤 標準断面図

約32,000m2

生コンクリートの打設

2mを超えるので
足場が必要！

海岸（積出基地）に隣接した広いブロックヤード

離岸堤
副離岸堤

L=80m／箇所

下新川海岸ではここしか適地がなく、
副離岸堤新設1.5基分の能力しかない！

しもにいかわ

50t級ブロックの積込・運搬（ブロックヤード内）

50t積トレーラ

大型クレーン【120ｔ級】

分解組立が必要！



No.24 重量級ブロックのプレキャスト化（分割化）による
海岸工事の生産性向上

●公道で運搬可能な重量にプレキャスト（分割化）することによってブロックヤード場所の
制約がなくなり、さまざまな場所で製作可能

●屋内の工場で製作することも可能になり、生産性が向上、品質のばらつきも少なくなる
●施工機械が省力化し、汎用性のある機械で積込・運搬が可能
●災害時に、狭隘な場所でも運搬・組立・据付の緊急対応が可能

期待するシーズ

50t

【課題】コスト面の優位性や、組立一体化による強度確保については、十分な検討が必要

＜イメージ＞

狭隘な場所で緊急対応が可能？
※写真は、40t級ブロックでの災害対応状況
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50t級ブロックの完成！

起重機船
【積載重量1,200t
クレーン吊上げ能力300t】

積出基地だけで組立が可能？

施工機械の省力化、屋内製作も可能？
※写真は、120tクレーンによる型枠の脱型状況

大型クレーン【120ｔ級】

分解組立が必要！

大型クレーン【120ｔ級】

分解組立が必要！



No.25 パワーアシストシステムによる建設業の生産性・安
全性及び魅力の向上（壱）

i-Construction：「建設現場の生産性向上」「安全性の向上」「多様な人材の活躍」等
遅れている生産性の向上、予測される労働力不足、未だに高い死傷事故率
屋外での（重）作業（寒暖）、高所での（重）作業、悪環境での（重）作業、力作業の改善

ニーズの概要

1

予想される労働力不足 建設現場の労働災害生産性向上が遅れている土工等建設現場

屋外での（重）作業（寒暖） 高所での（重）作業 悪環境での（重）作業 力作業



No.25 パワーアシストシステムによる建設業の生産性・安
全性及び魅力の向上（弐）

2

1. 介護・造船業との共通点：力作業、無理な体勢等
2. 建設作業用パワーアシストシステム：新分野
3. 作業環境、無理な作業、疲労等による事故の低減
4. 対象作業：先行的に歩行巡視、誘導作業、水門操作等
軽作業→重作業（既存技術の流用から）

5. 基準等の制定
1. 技術基準（安全基準）：導入のための不可欠事項
2. JCMAS→JIS→ISO化：製造コストの低減、国際市場
3. 歩掛・機械損料の制定：導入支援

6. インセンティブ
1. 開発者：新市場の創成（新規参入、市場拡大）
2. 施工業者：生産性の向上、総合評価、工事評点等

7. 市場規模(2017)：約50億円（予測値）
（(株)矢野経済研究所：パワーアシストスーツ市場に関する調査結果2015 より）

和歌山大学 システム工学部 光メカトロニクス学科
ロボティクス研究室
http://www.wakayama-u.ac.jp/~eyagi/roboticslab/asist.html
より引用

マクロな生産性向上はトップランナー施策である「ICT施工」等で、ミクロな生産性向上は
個々の作業員の生産性向上
「3K」の一つである「格好悪い」からも脱却→格好良さの追求→新規参入者、多様な人材
介護や造船業で導入が検討されている「パワーアシストシステム」が有望か
格好良さの追求＋装着型建設機械＝新しい概念の建設機械

期待するシーズ



現道規制が必要な作業時には、共通仕様書や警察協議により交通誘導員を配置している。
しかし、交通誘導員が確保できないために、現場作業が遅延する場合がある。
例） 交通誘導員の人手不足により、作業着手が遅延

災害等の緊急時に交通誘導員が早急に確保できず、応急対策が遅延

現道作業の遅延は管理瑕疵に繋がる為、速やかに規制を行いたい。

ニーズの概要

現在の通行規制（イメージ）

No.26 工事及び災害時等の通行規制時における交通誘
導員の代替機能の導入

車両の滞留状況や挙動を
確認しながら誘導

脇道からの車両を誘導 緊急車両は優先的に誘導

カーブ手前で注意喚起



No.26 工事及び災害時等の通行規制時における交通誘
導員の代替機能の導入

自動車専用道や店舗等の隣接が少ない区間では、以下の様に規制を実施する。
・簡易カメラにより、規制箇所周辺の交通状況や車両挙動を把握
・把握した情報を基に、的確な交通誘導・注意喚起をＡＩが判断
・大型ディスプレイやスピーカーにより、ドライバーに対し交通誘導・注意喚起

期待するシーズ

交通誘導員を配置しない規制（イメージ）

この先規制中

スピード
落とせ

進め

挙動の怪しい車両に対し
音声で注意喚起

無人で交通誘導・注意喚起

緊急車両通行時も
的確に交通誘導

把
握制

御

AIが判断

大型
ディスプレイ

簡易
カメラ

スピーカー



No.26 工事及び災害時等の通行規制時における交通誘
導員の代替機能の導入

長期的には規制時限定で仮設ITSスポットによる情報提供を可能にし、ドライバーへの注意
喚起、交通誘導等を実施する。（ETC2.0の普及が前提）

期待するシーズ

仮設ITSスポットによる規制（イメージ）

AIが判断

把
握
・制
御

収集・提供

カーナビ画面

カーナビ画面

カーナビ画面

カーナビ画面

カーナビ画面 進め

この先規制中

スピード落とせ

進め

この先規制中です。

進んで下さい。

規制中です。止まって下さい。

進んで下さい。

規制中です。止まって下さい。

仮設ITS
スポット



No.27  長距離かつ不連続な圧送管路を点検・清掃する技術

流域下水道の圧送管路の清掃、点検を実施しなければならないが、以下より実施が困難
となっている。
圧送区間延長が長距離であり、縦断的に不連続である
中間部には空気弁、排泥室は設置されているが、点検に使用可能な人孔を有しない

ニーズの概要

ＧＬ

距離0 5.01.0 2.0 3.0 4.0

縦断落差3～10ｍ　Ｎ＝13箇所

ダクタイル鋳鉄管φ600

圧送区間　Ｌ＝4.5ｋｍ

圧送区間縦断イメージ

空気弁

排泥室・空気弁中間人孔



No.27  長距離かつ不連続な圧送管路を点検・清掃する技術

流下能力確保、点検調査実施のため、従来の高流速洗浄、ピグ洗浄に代わる清掃方法は
ないか？
長距離かつ不連続区間をクリアして調査が可能なテレビカメラの新技術はないか？

期待するシーズ

【従来のピグ清掃】

【従来のテレビカメラ調査】

圧送管路における

長距離かつ縦断

勾配不連続区間

に対応する点検、

清掃の新技術

従来工法・方法に代わる



No.28 BIMのデータを建築資材・部材の製造工程に活用す
るシステム技術

RC一貫生産システム（RCS）
構造解析システム

他の３Ｄモデル

数量集計表出力 検査野帳のﾃﾞｼﾞﾀﾙ化組立用図面出力加工帳・絵符出力 ⇒ 加工機連動
（ＣＡＭ）

取込み

取合
・整合

BIMモデル生成ﾛｼﾞｯｸ
・配筋標準
・施工ロジック 等

配筋ロジック組込みによる
モデル化業務の低減

配筋ロジック組込みによる
モデル化業務の低減

配筋計画
プロセスの
迅速化

配筋計画
プロセスの
迅速化モデル生成

・修正

納まり
調整

加工形状検討

干渉チェック

鉄筋BIMモデルの生産段階への活用鉄筋BIMモデルの生産段階への活用

鉄筋工事を対象にBIMデータを設計から施工まで一貫活用するRC一貫生産システム（RCS）
を構築し、生産プロセス全体の高効率化を目指す

構想



No.28 BIMのデータを建築資材・部材の製造工程に活用す
るシステム技術

伏図

軸組図 ３Ｄ

多様なI/Fで問題点を抽出 鉄筋の納まり検討図作成

構造解析モデルデータを活用して躯体/鉄筋のBIMモデルを自動生成し、施工性を考慮した
納まり検討ができるようになった。

これまで実現できていること①

構造解析
システム

躯体/鉄筋のBIMモデルから鉄筋施工図、鉄筋加工図を作成し、鉄筋の発注・加工や工事現
場での鉄筋組立に活用することができるようになった。

これまで実現できていること②

躯体/鉄筋の
BIMモデル

ST-Bridge
ファイル

躯体/鉄筋のBIMモデル

加工図

加工帳

鉄筋組立



No.28 BIMのデータを建築資材・部材の製造工程に活用す
るシステム技術

加工帳紙出力

現状の課題

期待するシーズ

加工データ
手入力

加工機による鉄筋加工

電子データ（BIMデータ）を
活かしきれない・・・

加工帳データ 加工のCAM化

鉄筋BIM
モデル

鉄筋BIM
モデル

生産プロセス
を合理化できる

各加工会社に対応
したデータ連動の

仕組み
生産・搬送の可視化



No.29 トンネル内温度の上昇抑制、熱の利用に関する技術

都市内の長大トンネルである首都高速道路山手トンネルにおいては、交通量が多く、車両
の排熱によりトンネル内温度が上昇。

現状、注意喚起や換気による空気の入れ替えのほか、ミスト噴霧を行い気化熱を用いた
温度上昇抑制対策を実施しているが、湿度が高くなると気化しにくくなることがある。
同様な交通量の多い長大トンネルで発生する可能性も？

ニーズの概要
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壁面

路面

送気口

トンネル内の温度上昇イメージ

外気温度が高い
日には４０℃を超
える箇所も発生

車両排熱によるトンネル内温度分布

タイヤ接触及び
排熱により路面
温度が高い



No.29 トンネル内温度の上昇抑制、熱の利用に関する技術

トンネル内の大量の熱を、低コストで除去できないか？
更に除去した低温度で大量の熱を利用することはできないか？
・建物暖房に利用できるのでは！！
（冬季のトンネル内温度は、外気に比べ最大で20℃程度高い状況）
・電気エネルギーに変換して他の施設に供給できるのでは！！

期待するシーズ

ミスト噴霧による対策例

未利用の熱の活用

※著作権フリー

冷暖房への利用

※著作権フリー


